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住み続けたいまちづくりに重要・大切なこと 

町民の意向・ニーズを反映した本計画の策定に向け、各地区や希望があった団体等とワー

クショップ（意見交換会）を行いました。 

 

 実施内容 
各ワークショップで出た意見 

（まちづくりに重要・大切だと思うこと） 

大
町
・
北
町(

合
同
開
催) 

実施日：令和 6年 8月 24日 

場 所：まほら小ホール 

参加者数：19名 

 

・若者が住みたいまちづくり 

・災害に強く景観がいいまちづくり 

・通学路の安全確保 

・街なかへの誘客 

・遊歩道の整備や管理 

・住民（子育て・高齢者）への支援・情報共有 

・空き家の対策・利活用 

・働く場所・働き手の確保 

中

町 

実施日：令和 6年 7月 19日 

場 所：中町公民館 

※上記実施日に行われた中町町内各種団体代

表者懇談会で代表者へ説明を行い、後日各

団体から紙面で意見を提出いただいた。 

・町の歴史を知り、誇りを持つこと 

・やっぱり三春はいいねと思えるまちづくり 

・声を掛け合える町、住み心地が良い町 

・人の和、隣近所の繋がり 

・関係人口を増やしていくこと 

・小中学校、高校の教育環境の充実 

・他人にやさしいのがいちばん大切 

八

幡

町 

実施日：令和 6年 8月 22日 

場 所：八幡町公民館  

参加者数：27名 

 

・次世代を担う人材の確保、人と人とのつなが

り（消防団、若連、太鼓保存会など大変！！） 

・若者が永住できる産業 

・災害に強い町である事の PR 

・三春の独特の文化（魅力）を上手に情報発信 

・公園、駐車場など生活環境の整備 

・生活に欠かせない店や医療機関の充実 

・来訪者（移住者・観光客）の受入体制 

・人を集める施策・PR 
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 実施内容 
各ワークショップで出た意見 

（まちづくりに重要・大切だと思うこと） 

荒
町 

実施日：令和 6年 8月 9日 

場 所：荒町公会堂 

参加者数：13名 

 

・教育環境の整備（勉強、通学路、遊び場） 

・交通支援の充実 

・結婚・子育て環境の充実 

・高齢者施策の充実 

・いろいろな組織の維持や活性化の対策 

新
町 

実施日：令和 6年 8月 18日 

場 所：新町集会所 

参加者数：10名 

・子供から高齢者までのみんなのつながり 

・年代関係なく、祭りも含めみんなで地域を盛

り上げる 

・多くの地域資源をもっと上手に活かす 

・こどもを育てる・遊ぶための環境の充実 

・働く場所・住む場所（環境）の充実 

・地元の魅力的な店の PR・情報発信 

・町資源（桜・祭り・寺社等）の PR・情報発信 

八
島
台 

実施日：令和 6年 8月 23日 

場 所：八島台集会所 

参加者数：13名 

・身近な場所にお店や商店を 

・いろいろな世代間の交流 

・高齢者にやさしい生活環境 

・子供を育てやすい環境 

・買い物、病院に行きやすい交通手段の拡充、

利便性の向上 

沢
石 

実施日：令和 6年 6月 22日 

場 所：沢石会館 

参加者数：52名 

 

・若い女性が住みたいまちづくり 

・人と人とのつながりを大切にしたまちづくり 

・子育て世帯に支援し人口を増やす 

・北部地域の活性化 

・働く場所の確保 

・沢石への移住を進める施策 

・高齢世帯向けの草刈り・除雪の支援 

・人が賑わう道の駅などのお店が必要 
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 実施内容 
各ワークショップで出た意見 

（まちづくりに重要・大切だと思うこと） 

要
田 

実施日：令和 6年 7月 20日 

場 所：要田交流館大平荘 

参加者数：17名 

・人とのつながりを強めていく 

・伝統・歴史を受け継ぐこと 

・今住んでいる人が幸福を感じられるように 

・自然環境を活かした取組み 

・教育、住宅、医療の充実 

・産業（働く場所・店・遊び場）の充実 

・サロン活動、高齢者学級等の地域コミュニテ

ィ 

・地域行事等の負担を軽減し、若い人の定住を

促進 

御
木
沢 

実施日：令和 6年 7月 28日 

場 所：御木沢地区公民館 

参加者数：34名 

 

・三春滝桜の PRや通年型観光 

・町が好きと思えるこども達を増やす 

・地域を担うリーダーの育成・教育 

・働く場所の確保 

・桜・歴史・人など地域を愛することが重要 

・こどもが増えること、人口が増えること 

・子供や若い人の意見を常に聴くこと 

・歴史や特産品の PR方法の見直し 

岩
江 

実施日：令和 6年 8月 17日 

場 所：岩江地区防災コミュニティセンター 

参加者数：28名 

・車が無くても生活できる環境 

・子育て・働く場・買い物等の生活環境の充実 

・高齢者支援・対策（買い物・医療等）の充実 

・人とのつながりが大事 

・子供を安心して生み育てられる環境 

・コミュニティの場（人が集まれる場）の充実 

・新旧住民・若い世代との交流の場の確保 

中
妻 

実施日：令和 6年 8月 11日 

場 所：中妻地区公民館 

参加者数：21名 

 

・子供を増やすこと 

・観光 PR、街なかへ人が行くように 

・若い世代が安心して暮らせる地域、働く場所 

・高齢になっても安心して暮らせる環境 

・将来を見据えた効果的な土地利用 

・周辺市町とのアクセスの良さを活かしたまち

づくり 

・子供たちが帰ってきたいと思えるまちづくり 
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 実施内容 
各ワークショップで出た意見 

（まちづくりに重要・大切だと思うこと） 

中
郷 

実施日：令和 6年 7月 21日 

場 所：中郷地区交流館 

参加者数：29名 

・通年型観光が重要 

・子育て施策の充実、働き場所を増やす 

・人と人の関係が深く良好である事 

・若者の移住者を増やす 

・若者達が魅力を感じるまちづくり 

・住み良い街づくり 

・子育てしやすい環境づくり 

・三春で起業したいと思う仕組みをつくる 

お
ば
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ 

実施日：令和 6年 6月 26日 

場 所：まほら学習室 C,D 

参加者数：9名 

 

・人と人とのつながり 

・人にやさしい施設（授乳室やベンチ、トイレ

など） 

・町の活性化のために行きたくなる図書館 

・子育て世代を増やすために教育が輝くことが

重要 

・歴史ある文化財の継承 

三
春
町
商
工
会 

実施日：令和 6年 8月 26日 

場 所：三春町商工会 

参加者数：9名（会長、会員 8名） 

※三春町商工会は、ワークショップではなく、

意見交換会という形で行った。 

三春町商工会から町に対する意見 

・インバウンド需要に対応するため、多言語の

案内文や地図の作成・町内への設置が必要 

・インバウンド需要の取組みをするのであれ

ば、田村や郡山など広域での取組みが重要 

・商工会では人を募集しても集まらなくて困っ

ているが、各地区からの意見では、働く場が

ないとの意見が多いので、行政でのマッチン

グサイトが必要 

・現在は町内に医療機関が多いが、先生方も高

齢になるので、その後の後継者の育成などが

必要 

・どこに相談して良いかわからないときに、役

場になんでも相談室があるとうれしい。ちょ

っとしたスマホの操作などなんでも聞ける場

所（よろず屋） 

・三春は下水道区域が限られており、店を出し

たくても排水処理の初期費用が高額で断念す

る人もいるので、下水道区域の地図があると

いい 

・町の中心は電線が無く美しい景観の町並みに

なっており、この景観は維持していって欲し

い 
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